
【本計画の主旨】

【前計画（R3～R7）からの主な変更点】
・事業期間を令和８年から令和１２年に更新しました。
・全体的に「第６次東成瀬村総合計画」と連動するよう各種項目の更新を行いました。

【本計画の概要】

 移住者への支援や、定住の促進、出会いの場づくりなどにより、未来へつながる交流の創出を目指します。ま
た、観光施設の見直し、成瀬ダム周辺などの新たな魅力の創出などにより、持続的な観光交流の創出を目指しま
す。
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東成瀬村過疎地域持続的発展計画概要版

 秋田県が定めた「過疎地域持続的発展方針」に基づき、過疎地域の振興のための目標や対策を示すとともに、目標達成に向けた円滑な事業実施を図るため、本村における「過疎地域持続的発展計画」を策定するものです。

【基本理念】 【基本目標】

 地域コミュニティの連携を強め、集落支援やオンラインサービスの充実などにより、村民と行政が協力してむ
らづくりを進めることを目指します。また、財政状況を厳しく見直し、無駄を省くことで安定した行財政運営を
図り、情報をわかりやすく公開することで、行政への信頼を高めることを目指します。

２ 誰もが安心して暮らせる村

３ 人と文化が共に育つ村

４ 誰もが笑顔で健やかに暮らせる村

５ 賑わいとつながりがあふれる村

６ 村民と行政が共に創る村

 担い手確保やスマート農業、６次産業化への支援等により、効率的な農林業の基盤整備を目指します。また、
新規起業者の支援や中小企業の経営安定を図り、持続可能な商工業を目指します。

 消防団員の確保や防災・防犯の強化、有害鳥獣被害の防止、ごみの減量化など、安全で安心な生活環境の整備
を目指します。また、道路や河川の整備、安定した除雪体制の維持、住宅の耐震化や克雪化支援、最適な公共交
通ネットワークの構築により、快適で便利な暮らしの実現を目指します。

 小中連携教育を基本とし、地域と学校が協力して子どもたちの豊かな成長を支える学校づくりを進め、将来に
向けた教育環境の改善を目指します。また、多様な生涯学習や、芸術文化活動やスポーツ活動の充実などによ
り、心豊かな生きがいのある地域を目指します。

 子育ての相談窓口を強化し、親子で遊べる場所や、経済的な支援の拡充を通じて、安心して子育てができる環
境の整備を目指します。また、健康診断や介護予防の取組を促進し、地域医療の強化や高齢者の生活支援などに
より、健康に暮らせる社会の形成を目指します。

【東成瀬村第６次総合計画】

１ 基本的な事項
◆現況◆人口及び産業の推移と動向◆行財政の状況◆持続的発展方針◆基本目標
◆達成状況の評価に関する事項◆計画期間◆公共施設等総合管理計画との整合

２ 移住・定住・地域間交流の促進、人材育成
◆移住・定住◆地域間交流◆人材育成

３ 産業の振興
◆農業◆林業◆地場産業の振興◆企業誘致・起業の促進◆商業◆情報通信産業
◆観光又はレクリエーション

４ 地域における情報化
◆情報化の推進◆電気通信施設等情報化のための施設◆防災対策における情報化
◆地上デジタル放送難視聴対策のための設備

５ 交通施設の整備、交通手段の確保
◆村道◆農道◆林道◆交通の確保◆道路整備機械等

６ 生活環境の整備
◆水道施設◆下水処理施設◆廃棄物処理施設◆火葬場◆消防設備◆公営住宅
◆その他

７ 子育て環境の確保、高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進
◆子育て環境の確保及び少子化対策◆高齢者福祉◆高齢者等の保健及び福祉対策

８ 医療の確保
◆診療施設◆その他

９ 教育の振興
◆学校教育◆社会教育◆スポーツ振興◆その他

10 集落の整備
◆集落の活性化、体制づくり

11 地域文化の振興等
◆地域文化の保全、地域文化振興施設

12 再生可能エネルギーの利用の促進
◆カーボンニュートラル、自然資源の活用

13 その他地域の持続的発展に関し必要な事項
◆成瀬ダム事業用地の利活用

【東成瀬村過疎地域持続的発展計画】
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